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１
面
か
ら
の
つ
づ
き

ん
と
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
が

出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
、

受
賞
者
か
ら
「
今
回
、
受
賞

を
受
け
、
善
行
を
継
続
し
て

き
て
良
か
っ
た
。
今
後
も

益
々
精
進
し
て
行
き
た
い
。」

な
ど
の
感
想
を
頂
く
と
と
も

に
会
員
同
士
の
情
報
交
換
、

融
和
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

▽
東
京

〈
新
宿
支
部
〉

十
二
月
五
日
㈯
に
支
部
長

宅
で
伝
達
式
を
開
催
し
ま
し

た
。受

賞
者
八
名
の
内
、
当
日

は
五
名
の
出
席
と
支
部
か
ら

三
名
で
行
い
ま
し
た
。
勝
野

会
長
も
駆
け
付
け
て
頂
き
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
善
行
内

容
は
心
肺
停
止
者
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
て
の
奇
跡
の
連

携
が
幸
を
来
し
た
救
助
活
動

で
し
た
。
ま
た
、
表
彰
状
を

読
み
上
げ
る
時
は
間
隔
を
開

け
て
、
手
渡
す
時
だ
け
一
瞬

近
づ
い
た
だ
け
で
、
換
気
な

ど
に
気
を
付
け
な
が
ら
行
い

ま
し
た
。

〈
台
東
区
支
部
〉

十
二
月
六
日
㈰
、
台
東
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
伝
達

式
が
開
催
さ
れ
、
轟
支
部
長

か
ら
出
席
者
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。
公
共
生
活
へ
の

貢
献
で
受
賞
さ
れ
た
団
体
の

代
表
者
は
「
先
輩
た
ち
か
ら

長
く
続
け
て
き
た
活
動
が
評

価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
は
新

年
号
で
掲
載
済
）

〈
西
東
京
支
部
〉

十
二
月
二
十
二
日
㈫
、
東

久
留
米
市
立
西
中
学
校
に
於

い
て
元
角
支
部
長
か
ら
受
賞

者
の
同
校
音
楽
部
へ
の
表
彰

状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
東
久
留
米
市
教

育
部
長
森
山
義
雄
様
、
田
無

警
察
署
課
長
他
十
一
名
の
ご

来
賓
、
藪
野
校
長
以
下
音
楽

部
顧
問
、
生
徒
二
十
二
名
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

▽
静
岡
県

〈
御
殿
場
支
部
〉

十
二
月
三
日
㈭
、
御
殿
場

支
部
で
は
秋
季
善
行
表
彰
受

賞
者
の
一
名
と
二
団
体
に
榑

林
支
部
長
か
ら
表
彰
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
静
岡
県
浜
松
支
部
〉

十
二
月
十
六
日
㈬
に
市
内

の
ア
イ
ホ
ー
ル
に
て
九
名
が

出
席
し
て
伝
達
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

〈
愛
知
県
支
部
〉

十
二
月
五
日 

㈯
、
名
古

屋
市
中
区
の
橘
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て

受
賞
者
及
び
支
部
役
員
の
み

の
参
加
に
よ
り
、
各
善
行
表

彰
者
へ
の
伝
達
式
が
開
催
さ

れ
、
祝
辞
の
紹
介
に
続
き
、

永
津
支
部
長
よ
り
、
金
章
、

銀
章
、
銅
章
の
各
受
賞
者
へ

の
表
彰
状
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
受
賞
者
と
の
懇
親

を
深
め
、
今
後
の
活
躍
を
誓

い
解
散
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
欠
席
の
三
名

の
方
に
は
後
日
伝
達
を
行
い

ま
し
た
。（
写
真
は
新
年
号
で

掲
載
済
）

〈
京
都
府
支
部
〉

十
二
月
十
二
日
㈯
、
か
ら

す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
令
和
二
年
度
春
季
・
秋

季
善
行
表
彰
伝
達
式
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
一

人
で
、
表
彰
者
八
人
に
寺
村

支
部
長
か
ら
一
人
一
人
に
表

彰
伝
達
を
行
い
記
念
品
の
授

与
を
行
い
ま
し
た
。
お
祝
の

言
葉
を
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京

都
連
盟
理
事
長
か
ら
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
祝
電
披
露
を

行
い
ま
し
た
。
伝
達
式
の
あ

と
は
交
流
交
歓
会
を
開
催
し

て
、
全
員
が
こ
れ
か
ら
の
前

途
を
祝
い
、
約
三
時
間
の
交

流
の
あ
と
会
場
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。（
写
真
は
新
年
号
で

掲
載
済
）

〈
香
川
県
支
部
〉

十
二
月
六
日
㈰
、
宇
多
津

町
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大

橋
で
伝
達
式
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
綾
宏
坂
出
市
長
ら

支
部
会
員
二
十
二
名
参
加
の

元
、
大
捕
事
務
局
長
の
司
会
、

北
副
支
部
長
の
開
会
の
言
葉

に
続
き
、
西
村
支
部
長
か
ら

各
受
賞
者
に
表
彰
状
及
び
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
村
支
部
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
、
綾
坂
出

市
長
、
有
福
香
川
県
議
会
議

員
、
瀬
戸
元
衆
議
員
議
員
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
渡
辺
正
則
様
よ

り
謝
辞
の
あ
と
、
宮
本
副
支

部
長
の
閉
会
の
言
葉
で
式
を

閉
会
、
引
き
続
き
、
懇
親
会

を
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
の
歓
談
後
、
散
会
し

ま
し
た
。（
写
真
は
新
年
号
で

掲
載
済
）

〈
福
岡
県
福
岡
支
部
〉

十
二
月
五
日
㈯
、
太
宰
府

市
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

二
〇
九
大
会
議
室
で
伝
達
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
司
会
者

は
大
槻
事
務
局
長
、
渡
部
理

事
開
会
の
言
葉
に
続
い
て
鳥

巣
支
部
長
が
挨
拶
し
、
太
宰

府
市
長
楠
田
大
蔵
様
他
の
祝

電
披
露
の
後
に
受
賞
者
全
員

出
席
し
て
の
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
た
。
春
季
善
行
表
彰

一
名
、　

特
別
善
行
表
彰
金

章
一
名
・
銀
章
二
名
、
秋
季

善
行
表
彰
六
名
に
鳥
巣
支

部
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
、
渡
部
理
事
の
閉
会
の
言

葉
で
、
皆
会
場
を
あ
と
に
し

た
。〈参

考
〉
感
染
防
止
対
策

は
、
会
場
の
机
、
椅
子
な
ど

施
設
で
消
毒
、
出
席
者
の
検

温
・
手
の
消
毒
、
机
の
間
隔

一
メ
ー
ト
ル
、
二
名
着
席
、

記
念
写
真
以
外
マ
ス
ク
着
用

を
徹
底
し
た
。
表
彰
時
は
白

手
袋
着
用
感
染
防
止
に
努
め

た
。

〈
福
岡
県
筑
後
支
部
〉

令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
秋
季
善
行
表
彰
受
賞
者

の
伝
達
式
を
十
二
月
十
六
日

㈬
に
十
七
名
の
出
席
者
で
行

わ
れ
た
。

〈
佐
賀
県
唐
津
支
部
〉

十
二
月
五
日
㈯
に
伝
達
式

を
盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た
。

春
季
・
秋
季
善
行
表
彰
状

伝
達
式
は
銀
章
二
名
、
三
団

体
八
個
人
に
、
藤
元
支
部
長

か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

峰
唐
津
市
長
、
田
中
市
議

会
議
長
、
栗
原
教
育
長
か
ら

心
温
ま
る
お
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
受
賞
者
一
同
は
感
謝
の

面
持
ち
で
自
ら
の
善
行
を
振

り
返
り
、
善
行
を
続
け
て
良

か
っ
た
と
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て

「
岩
崎
慶
次
」
さ
ん
が
、
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
そ

の
後
「
懇
親
会
」
を
催
し
て
、

受
賞
者
を
囲
ん
で
、
田
中
議

長
と
支
部
会
員
が
歓
談
を
し

て
有
意
義
な
「
伝
達
式
」
を

閉
じ
ま
し
た
。（
写
真
は
新
年

号
で
掲
載
済
）

〈
大
分
県
竹
田
支
部
〉

十
二
月
十
日
㈭
に
竹
田
市

役
所
応
接
室
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
加
藤
副
支
部
長

が
、
開
会
の
言
葉
、
中
城
支

部
長
の
挨
拶
。
続
い
て
四
名

の
受
賞
者
へ
首
藤
勝
次
竹
田

市
長
が
公
務
の
た
め
に
野
田

副
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
野
田
副
市
長
が
「
本
日

受
賞
さ
れ
た
四
名
の
方
々
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
社

会
が
沈
み
が
ち
で
す
。
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
受
賞
さ

れ
た
部
門
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
と
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
事
務
局
よ
り
、
竹

田
支
部
運
営
等
の
説
明
を

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
街
は
、

千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
す

る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の

人
口
六
万
人
超
の
白
井
市（
し

ろ
い
）
で
す
。
全
国
的
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
郊
外

の
街
で
す
が
、
気
候
は
比
較

的
温
暖
で
住
ん
で
み
る
と
割

合
住
み
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

地
盤
は
固
く
殆
ど
災
害
は
起

き
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

日
本
一
高
運
賃
の
成
田
空

港
と
羽
田
空
港
を
結
ぶ
「
北

総
鉄
道
」（
京
成
電
鉄
・
都
営

地
下
鉄
・
京
浜
急
行
相
互
乗

り
入
れ
）
が
市
の
中
央
を
走

り
市
内
に
は
三
駅
が
あ
り
ま

す
。
成
田
空
港
ま
で
約
四
十

分
、
羽
田
空
港
ま
で
約
六
十

分
で
行
け
る
の
は
自
慢
の
一

つ
で
す
。

梨
農
家
が
多
く
生
産
量
は

日
本
一
を
誇
り
、
二
つ
の
工

業
団
地
は
県
内
一
の
生
産
量

の
規
模
で
す
。

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
市

内
に
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
全
寮
制
の

競
馬
学
校
が
あ
り
、
ジ
ョ
ッ

キ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
学

校
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。
中

山
競
馬
場
と
同
じ
コ
ー
ス
が

あ
り
、
若
い
ジ
ョ
ッ
キ
ー
、

調
教
師
の
卵
が
毎
日
訓
練
と

馬
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
三
分
の
一
が
あ
る

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
で
き

る
ま
で
は
、
林
が
多
く
あ
り

開
発
が
進
め
ら
れ
た
と
い
い

ま
す
。
昭
和
二
十
三
年
か
ら

農
地
改
革
が
進
め
ら
れ
、
開

拓
が
奨
励
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

千
葉
県
支
部

今
も
バ
ス
停
名
に
「
開
拓

前
」
と
い
う
名
前
が
残
る
ほ

ど
新
し
い
街
で
も
あ
り
ま

す
。古

く
か
ら
住
民
に
よ
る
信

仰
や
し
き
た
り
を
重
ん
じ
る

地
域
で
も
あ
り
、
神
社
仏
閣

が
多
い
街
で
も
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
地
域
で
は
あ
り
ま

す
が
、
神
社
は
三
十
を
数
え

十
以
上
の
寺
院
も
あ
り
、
こ

ん
な
話
も
あ
り
ま
す
。
家
や

人
を
尋
ね
る
の
に
「
一
里
界

隈
屋
号
を
言
え
ば
す
ぐ
わ
か

る
」
と
か
言
わ
れ
て
い
た
と

い
い
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
近

所
付
き
合
い
の
あ
る
豊
か
な

去
る
十
二
月
、
日
本
善
行
会
理
事
の

服
部
忠
彦
氏
（
八
十
七
歳
）
兵
庫
県
支

部
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

服
部
氏
は
、
平
成
十
二
年
に
善
行
章
を
受
賞
し
、
平
成

三
十
年
に
善
行
金
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

六
十
一
年
に
創
設
さ
れ
た
兵
庫
県
支
部
の
支
部
役
員
と
し

て
支
部
活
動
に
携
わ
り
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
支
部
長
と

し
て
、
会
員
増
強
と
支
部
運
営
に
尽
力
、
更
に
、
令
和
二

年
か
ら
日
本
善
行
会
理
事
と
し
て
、
本
会
の
発
展
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

田
舎
村
だ
っ
た
ら
し
い
で

す
。夜

空
は
満
点
の
星
が
き
ら

め
き
、
遠
く
を
沢
山
の
航
空

機
の
明
か
り
が
飛
び
交
い
、

子
供
た
ち
に
「
こ
ん
な
に
き

れ
い
な
星
空
が
見
え
る
の
に

何
で
白
井
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
が
あ
る
の
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
年

中
と
お
し
て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
屋
上
で
は
星
空
観
測
や
勉

強
会
が
行
わ
れ
て
い
る
文
化

の
街
で
も
あ
り
ま
す
。
海
外

旅
行
か
ら
の
帰
り
に
乗
る
上

野
駅
へ
の
直
行
電
車
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
の
車
窓
か
ら
で
も
白

井
の
街
を
思
い
出
し
て
頂
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

小
林
　
稔


